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第 5章では、服地市場の誕生を見た 1950年から 1952年、奔流のように押し寄せる
洋風感覚に足をすくわれ、またその反動のように懐古趣味に走るという、極端に新旧
に揺れる染織図案家の動揺の足跡を、マチス、ピカソらの西洋抽象絵画への極端な傾
倒、あるいは光琳への復古に見る。プリントデザインの黎明期におけるこれら迷走の
実際の動向とその意義を検証する。 
第 6章では服地の爆発的な国内需要を背景に、やがて和洋兼業あるいは服地図案専門
に転向する図案家も現れ、一時代を形成して、抽象や幾何柄の綿プリントが大きな飛躍
を遂げていく展開を見る。 
ここでは特に存在感を発揮した先駆的プリント服地図案家グループ「A」（エース）
の活躍について考察を深める。彼らはいかにして革新的に洋装への転換に成功したの
か。彼らの作品や具体的な経歴あるいは聞き取り調査の実施でその実像を初めて明ら
かにする。 
いよいよ緒を見たプリント図案もまだまだ西欧の模倣に終始したが、この状況下で
本格的なオリジナルデザインへのアプローチが様々なところで研究・実験されていた
事実も掘り起こす。 
第 7章では GHQその他海外からの日本の伝統的な意匠への期待と積極的な働きか
けの意義を確認しつつ、ようやくこれらにも応える形で、日本独自のテキスタイルプ
リントデザイン創成へと向かう図案家の挑戦を考察する。自国の伝統と向き合い、西
洋的感覚も身に付けて、和洋双方からの飛躍を試みる彼らの思いは、1955年春の第
10回日本染織図案家連盟展覧会のテーマ「非形象」に結実する。この「新しい創形」
への試みは業界的にも予想以上の成果をもたらし、戦後テキスタイルプリントの代名
詞となった京プリントを全盛期へと導いた。 
長い伝統を持つ日本の意匠が敗戦、占領という形で突如中断され、新しく入ってきた
西洋の服飾文化に翻弄されながらも、GHQの持続力を持ったデザイン育成政策を緒に、
自らが持っていた特質を復活し開花させ、なおそれを止揚して新しく乗り越えていくと
いう至難の技をこの時期の図案業界は成し遂げたようだ。本研究はこうした復興期の諸
相を初めて明らかにするものである。 
 
